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－平成24年12月号－

vol.87

12 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐ 安らぎと憩いの空間　新温泉町 ‐

　歌や演奏など、日ごろの練習の成果を発表することで、音楽に対する意識を高め、互いの交
流を深める「第 23 回もみじコンサート」を、11 月 17 日、夢ホールで開催しました。
　コンサートは、浜坂少年少女音楽隊（写真）による「ミッキーマウスマーチ」の合奏でスター
ト。続いて音楽活動団体や町内小中学校から、合唱、吹奏楽、リコーダー奏の発表があり、最
後には参加者全員で「もみじ」を合唱しました。ホールには、参加 10 団体による美しい歌声や
音色が響きわたり、来場者は心和むひと時を過ごしていました。
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町政のうごきから

山陰海岸ジオパーク国際学術会議「湯村会議」

「ジオパークを活用した教育と学習」をテーマに開催
　＂ジオパーク活動＂のアジアにおける拠点をめざすとともに、山陰海岸ジオパークを国内外にアピール
するため、11 月 23 日、山陰海岸ジオパーク国際学術会議「湯村会議」が夢ホールで開催され、国内外の
ジオパーク活動の関係者や各方面の研究者、町民など約 200 人が参加しました。昨年の「城崎会議」に
引き続き、兵庫県、兵庫県立大学、山陰海岸ジオパーク推進協議会と開催自治体の新温泉町で構成した実
行委員会によるもので、今回は「ジオパークを活用した教育と学習」をテーマに、同時通訳による基調講
演や研究報告、総合討論などが行われ、教育や学習を通じての活動の推進や地域活性化ついて議論が交わ
されました。
　また、翌 24 日には、湯村温泉、山陰海岸ジオパーク館、味原小径、浜坂先人記念館などの現地見学会
が行われました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ◆問合せ　商工観光課　℡ 82-5625

■
基
調
講
演

「
ジ
オ
パ
ー
ク
を
用
い
た

　
　
　
　

環
境
教
育
と
自
然
史
教
育
」

　
Ｊ
Ｇ
Ｃ
委
員

　
　
東
京
学
芸
大
学
　
小
泉
武
栄
さ
ん

　

学
校
教
育
に
お
け
る
自
然
教
育
は
き
わ

め
て
貧
弱
。
小
中
学
校
で
は
初
歩
的
な
も

の
を
学
習
す
る
が
、
断
片
的
で
体
系
的
な

も
の
に
な
っ
て
い
な
い
。
高
校
で
も
地
学

の
履
修
者
が
１
割
を
下
回
っ
て
い
る
。
ま

た
、
環
境
教
育
で
は
、
地
球
環
境
問
題
が

中
心
で
、
温
暖
化
や
砂
漠
化
な
ど
の
マ
イ

ナ
ス
面
が
多
い
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
教
育
で
は
、
地

球
史
、
素
晴
ら
し
い
自
然
景
観
、
動
植
物

の
分
布
な
ど
の
自
然
の
理
解
が
進
み
大
変

好
評
。
青
少
年
は
、「
地
球
は
病
気
だ
」

と
い
う
環
境
教
育
の
悪
影
響
を
受
け
て
、

生
き
る
力
や
元
気
を
な
く
し
て
い
る
。
青

少
年
の
教
育
を
良
い
も
の
に
す
る
た
め
、

小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
の
教
育
課
程
に
、

ジ
オ
パ
ー
ク
教
育
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

「
日
本
の
ジ
オ
パ
ー
ク
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　

教
育
活
動
の
現
状
」

　
Ｊ
Ｇ
Ｃ
事
務
局

　
産
業
技
術
総
合
研
究
所  

渡
辺
真
人
さ
ん

　

伝
説
・
民
話
・
伝
承
な
ど
が
、
環
境
教

育
や
防
災
教
育
を
担
っ
て
い
た
が
、
現
在

の
地
域
社
会
で
は
、
語
り
伝
え
る
力
が

弱
っ
て
い
る
。
そ
の
代
り
に
科
学
が
発
達

し
て
お
り
、
そ
れ
を
補
う
力
が
あ
る
。
た

だ
、
地
球
科
学
の
教
育
は
十
分
で
な
く
、

全
国
統
一
の
教
育
で
は
地
域
の
こ
と
が
十

分
に
扱
え
な
い
。
そ
こ
で
、
ジ
オ
パ
ー
ク

が
そ
れ
ら
を
担
っ
て
い
け
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

　

大
人
や
子
ど
も
が
地
域
の
こ
と
を
学
ぼ

う
と
す
る
地
域
学
的
な
取
組
は
、
ジ
オ

パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
地
域
で
は
ど
こ
で

も
行
う
。
各
地
域
で
行
っ
て
い
る
科
学
教

育
、
高
校
生
が
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
に
参
加

し
自
ら
学
ぶ
こ
と
に
よ
る
達
成
感
や
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
な
ど
の
教
育
効
果
が
あ

る
。
こ
れ
ら
地
域
に
お
け
る
総
合
的
な
教

育
の
場
と
し
て
、
ジ
オ
パ
ー
ク
は
さ
ら
に

活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

※JGC…日本ジオパーク委員会（Japan Geopark Committee）の略称。日本におけるジオパークの公式認定機関
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■
研
究
報
告

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
内
外
の
関
係

者
や
地
元
高
校
生
な
ど
８
名
か
ら
研
究

事
例
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
か
ら
は
、
浜
坂
高
等
学
校
３
年

の
池
田
真
志
さ
ん
が
「
新
温
泉
町
の
景

観
維
持
に
取
り
組
む
浜
坂
高
校
生
の
活

動
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
報
告
。
池
田

さ
ん
は
、
浜
坂
高
校
が
地
域
と
連
携
し

て
行
っ
て
い
る
サ
ン
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン

作
戦
や
バ
イ
カ
モ
公
園
の
保
全
活
動
を

例
に
挙
げ
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の

景
観
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
地
元
に
住

■
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

会
場
内
に
は
、
高
校
や
大
学
、
国
内

の
ジ
オ
パ
ー
ク
か
ら
活
動
事
例
や
研
究

■
総
合
討
論

　
「
教
育
・
学
習
を
通
じ
た
ジ
オ
パ
ー

ク
の
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ｊ
Ｇ
Ｃ
委

員
や
大
学
教
授
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な

り
、
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

討
論
の
中
で
は
、
行
政
に
お
い
て
地

域
振
興
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
担
当
し
て
い

る
こ
と
に
よ
る
教
育
現
場
と
の
連
携
の

課
題
や
、
理
科
教
育
だ
け
で
な
く
人
々

の
暮
ら
し
や
歴
史
な
ど
の
学
習
に
広
げ

て
い
く
こ
と
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
参

加
者
か
ら
教
育
現
場
に
お
け
る
教
材
の

あ
り
方
に
つ
い
て
質
問
が
あ
る
な
ど
、

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ん
で
い
る
私

た
ち
の
責
務

で
あ
る
と
英

語
で
訴
え
ま

し
た
。

結
果
が
ポ
ス
タ
ー
で

展
示
さ
れ
、
発
表
者

が
ポ
ス
タ
ー
の
前
に

立
ち
、
参
加
者
に
活

動
内
容
な
ど
の
説
明

を
行
っ
て
い
ま
し

た
。

「
世
界
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
進
捗
状
況
の
評
価

　

賢
明
か
つ
持
続
可
能
な
包
括
的
成
長
へ
の
貢
献
」

　
ギ
リ
シ
ャ
（
レ
ス
ボ
ス
島
ジ
オ
パ
ー
ク
）

　
エ
ー
ゲ
大
学  

ニ
コ
ラ
ス
・
ゾ
ウ
ロ
ス
さ
ん

　

科
学
的
に
得
ら
れ
る
知
識
を
一
般
社
会

に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ス
ケ
ー
ル
で
伝
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
。
そ
れ
に
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
重
要
。
可
視
化
も
大
切
で
、
記

念
碑
が
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
オ
パ
ー
ク
に
設
置

さ
れ
て
い
る
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
は
包
括
的
な
成
長
を
目
指

し
て
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
博
物

館
や
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
、

教
育
活
動
、
文
化
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
中
で

新
規
雇
用
創
生
が
で
き
、
旅
行
会
社
、
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
地
元
の
経
済
に

と
っ
て
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
際
的
な
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
注

目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

各
種
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
注
目
を
引
く
と
い
う
こ
と
が
必

要
。
そ
れ
に
よ
っ
て
訪
問
者
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
る
。

「
韓
国
済
州
島
ジ
オ
パ
ー
ク
に
お
け
る　

　
　
　
　
　

効
果
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

　
韓
国
（
済
州
島
ジ
オ
パ
ー
ク
）

　
江
原
国
立
大
学  

ウ
・
ギ
ョ
ン
シ
ク
さ
ん

　

ジ
オ
サ
イ
ト
の
保
護
に
は
い
く
つ
か
の

方
法
が
あ
る
が
、
済
州
島
で
は
法
律
に
よ

り
厳
格
に
保
護
さ
れ
て
い
る
。

　

ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
、
個
人
や
家
族
、

団
体
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
。
看
板
は
コ
ン
セ
プ
ト

が
必
要
で
、
一
瞬
で
目
を
引
き
、
分
か
り

や
す
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

社
会
経
済
的
な
発
展
の
観
点
で
は
、
済

州
島
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

地
元
の
人
が
考
え
、
50
万
人
が
、
こ
の
た

め
だ
け
に
訪
れ
て
い
る
。
ま
た
、
各
サ
イ

ト
の
人
々
が
、
特
産
品
の
生
産
か
ら
販
売

ま
で
を
手
が
け
て
お
り
、
こ
の
活
動
に
よ

り
ビ
ジ
タ
ー
の
数
や
地
元
の
収
入
が
増
加

し
た
。

　

サ
イ
ト
の
長
期
的
な
保
全
の
た
め
に

は
、
イ
ン
フ
ラ
、
ビ
ジ
タ
ー
、
環
境
負
荷

な
ど
に
つ
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。



4

H24（2012）.12.13

広報しんおんせん（12月号）
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　新温泉町の素晴らしさを町民の皆さんに再認識していただくとともに、広く町外の方に知っていた
だくため、町内の風景や行事を題材とした写真作品を募集する「第８回新温泉町ジオパークフォトコ
ンテスト」を実施し、町内外から 64 点の応募をいただきました。11 月７日、日本写真家協会会員の
池本善巳先生に審査をしていただき、入賞作品が決定しました。

（一般の部の金賞、学生の部の教育長賞は、本年は該当がありません。）

工業統計キャラクター
コウちゃん

第８回新温泉町ジオパークフォトコンテスト

 入賞作品決定 !!

銀賞
東畠孝輔さん（朝来市）

「バチさばき（伝統の踊り）」

学生の部　奨励賞
山口紗季さん（浜坂高等学校２年）

「カモ」

銀賞　西川宗史さん（鳥取市）
「ジーロンボー、ターロンボー、ムーギノナーカノクーロンボー」

銅賞　阪本孝一さん（新温泉町）
「暮れゆく港」

点
、
90
点
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
か
。
そ
れ
に
は
、
ほ
か
の
人
と
少
し

違
っ
た
感
じ
や
色
合
い
を
出
す
な
ど
の

〝
隠
し
味
〟
が
必
要
で
あ
る
。
今
回
は
、

80
点
、
90
点
の
作
品
が
な
か
っ
た
。
銀

賞
、
銅
賞
、
入
選
作
品
の
差
も
わ
ず
か

で
あ
る
。

　

現
在
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が
主
流

で
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
せ
ば
誰
で
も
綺

麗
な
写
真
が
撮
れ
る
時
代
。
基
本
は
撮

　

11
月
18
日
、
浜
坂
先
人
記
念
館
で
行

わ
れ
た
表
彰
式
に
続
い
て
、
池
本
先
生

に
よ
る
写
真
教
室
が
今
回
の
コ
ン
テ
ス

ト
の
講
評
も
兼
ね
て
行
わ
れ
、
先
生
は

次
の
よ
う
に
講
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
応
募
作

品
の
９
割
が

70
点
前
後
に

ひ
し
め
い
て

い
る
。
70
点

の
写
真
を
80

影
段
階
で
の
工
夫
が
必
要
で
、
ユ
ー
モ

ア
も
大
切
で
あ
る
。
普
通
に
撮
っ
た
の

で
は
、
い
つ
か
誰
か
が
ど
こ
か
で
撮
っ

た
よ
う
な
写
真
に
な
っ
て
し
ま
う
。」

と
、
少
し
の
工
夫
や
少
し
手
間
を
か
け

る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
か
れ
て
い
ま
し

た
。

▼
問
合
せ　

浜
坂
先
人
記
念
館

　

℡
82
‐
４
４
９
０

○平成24年工業統計調査は、従業員４人以上の全ての製造事業所
を対象に、24年12月31日時点で実施します。

○工業統計調査は、我が国における工業の実態を明らかにするこ
とを目的とする政府の重要な調査で、統計法に基づく報告義務
のある基幹統計調査です。

○調査の結果は中小企業施策や地域振興など、国及び地域行政施
策のための基礎資料として利活用されます。

○調査票にご記入いただいた内容は、統計作成の目的以外（税の資
料など）に使用することは絶対にありません。

○調査の趣旨・必要性をご理解いただき、ご回答をよろしくお願いします。

平成 24 年工業統計調査を実施します

経済産業省・兵庫県・新温泉町
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日
ご
ろ
の
成
果
を
披
露

 
町
文
化
祭  

華
や
か
に
開
催

　10 月 27 日から 11 月 3 日の間に、日ごろの芸術・文化活動の発表を行う新温泉町文化
祭が「ゆとりと潤い・文化創造の町」をテーマに、浜坂会場は浜坂多目的集会施設で、温
泉会場（11 月１日～）は町民センターと夢ホールで開催されました。
　会場には町内の学校や公民館講座、各種の文化活動団体から出品された書道、絵画、生
け花などの作品展示があり、舞台ではコーラスや舞踊、フラダンスなどが披露されました。
また、バザーやお茶席も設けられ、お昼時には、浜坂会場ではカレーライス、温泉会場で
はこぶうどんなどを訪れた多くの人が味わっていました。

温泉こどもコーラスの合唱（温泉会場）

塩山つばさ会による村芝居「水戸黄門」（温泉会場）

ハノハノフラの会によるフラダンス（浜坂会場）

味わいコーナー（浜坂会場）

作品展示（浜坂会場）

助け合いお茶席（浜坂会場）

作品展示
立体ちぎり絵（温泉会場）

特産品販売コーナー（温泉会場）
鳥取大学落語研究会
落語公演（温泉会場）
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 　ー冬の道路の安全確保のためにー

雪対策にご協力をお願いします

　

本
格
的
な
降
雪
季
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
雪
対
策
は
生

活
の
切
実
な
問
題
で
す
。
降
積
雪
時
に
は
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
守
り
、
雪
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
道
七
坂
八
峠
線（
旧
国
道
178
号

　
　
　
居
組
～
岩
美
町
）の
除
雪

　

町
道
七
坂
八
峠
線
は
、
東
浜
居
組
道

路
の
開
通
に
よ
り
常
時
の
除
雪
は
し
て

い
ま
せ
ん
。
気
象
状
況
等
に
よ
り
通
行

出
来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
冬

期
間
は
東
浜
居
組
道
路
（
自
動
車
専
用

道
路
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　
　

―
問
合
せ
―

▼
町
道
除
雪

▪
建
設
課　

管
理
係

　
　

℡
82
‐
３
１
１
５

▪
温
泉
総
合
支
所

　

建
設
課
（
温
泉
地
域
担
当
）

　
　

℡
92
‐
１
１
３
１

▼
国
道
178
号
・
県
道
除
雪

　

新
温
泉
土
木
事
務
所　

道
路
保
全
課

　
　

℡
82
‐
３
１
４
１

町
水
道
を
消
雪
に
　
　
　

使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
ょ
う

　

毎
年
水
道
水
を
消
雪
に
使
用
さ
れ
る

家
庭
が
多
く
、
飲
料
や
緊
急
時
に
使
用

す
る
水
量
が
不
足
し
ま
す
。

　

消
雪
に
水
道
水
を
使
用
し
な
い
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

―
問
合
せ
―　

　

上
下
水
道
課　

施
設
係

　
　

℡
82
‐
３
１
１
４

の
除
雪
を
行
い
ま
す
。

　

除
雪
作
業
は
、
早
朝
や
悪
天
候
の
中

な
ど
危
険
を
伴
う
作
業
で
す
。
事
故
な

く
ス
ム
ー
ズ
に
除
雪
で
き
る
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

❖
路
上
駐
車
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

❖
電
線
類
の
垂
れ
下
が
り
や
樹
木
の
倒

伏
な
ど
が
な
い
よ
う
に
固
定
、
伐
採

を
し
て
く
だ
さ
い
。

❖
側
溝
上
な
ど
に
、
不
法
な
占
有
物
を

置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

❖
道
路
沿
い
の
電
気
柵
な
ど
は
撤
去
し

て
く
だ
さ
い
。

❖
消
火
栓
に
は
目
印
と
な
る
赤
い
旗
等

を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

❖
排
雪
場
所
の
確
保
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
特
に
道
路
沿
い
の
ご
家
庭
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

❖
除
雪
作
業
は
主
要
路
線
や
バ
ス
路
線

を
優
先
し
ま
す
。
除
雪
対
象
路
線
で

あ
っ
て
も
早
朝
作
業
に
遅
延
が
生
じ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

※
路
上
駐
車
、
不
法
な
占
用
物
や
道

路
沿
い
の
電
気
柵
な
ど
未
撤
去
の
場

合
は
破
損
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
際
の
責
任
は
負
い
か
ね
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
撤
去
い
た
だ

く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

安
全
の
た
め
に

❖
気
象
情
報
等
に
十
分
注
意
し
、
大
雪

警
報
等
が
発
表
さ
れ
た
場
合
に
は
、

な
る
べ
く
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

❖
降
積
雪
時
は
、
な
る
べ
く
マ
イ
カ
ー

の
使
用
を
控
え
、
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。
マ
イ
カ
ー
使
用

時
は
、
必
ず
冬
用
タ
イ
ヤ
や
チ
ェ
ー

ン
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

❖
道
路
へ
の
雪
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

❖
屋
根
の
雪
下
ろ
し
や
敷
地
内
な
ど
の

除
雪
作
業
中
は
、
転
落
事
故
や
小
型

除
雪
機
械
に
よ
る
事
故
が
な
い
よ
う

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

❖
生
活
道
路
や
歩
道
、
バ
ス
停
付
近
、

防
火
水
槽
、
用
水
路
付
近
の
除
排
雪

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

❖
寒
い
屋
外
で
の
除
雪
作
業
の
際
に

は
、健
康
管
理
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

除
雪
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

町
と
新
温
泉
土
木
事
務
所
は
、
積
雪

時
の
円
滑
な
交
通
確
保
と
住
民
の
安
心

安
全
な
生
活
の
た
め
、
幹
線
道
路
な
ど
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町政のうごきから

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　模 契約額（円） 工　　期 業　者　名

町道浜坂清富線他 29 路
線消雪点検整備工事

浜坂
地域

消雪点検整備工事　30 路線、
延長 9,007m、
ポンプ室　26 箇所

3,297,000  平成 24 年 10 月 25 日～
  平成 25 年 3 月 25 日 ㈱中村重機

桐岡丹土線 ･ 飯野丹土線
舗装工事 桐岡他

施工延長　853m、幅員　4.0m、
アスファルト舗装　面積 2,930㎡、
路床安定処理工　1 式、
側溝工　1 式

22,155,000  平成 24 年 10 月 26 日～
  平成 25 年 3 月 29 日 山陰道路㈱

普通河川小隠尻川河川改
良工事 鐘尾

施工延長 24m、土工 １式、
コンクリートブロック積工 面積 94㎡、
石積護岸工 面積 ３㎡、
落差工 １箇所、
護床工 面積 45㎡、仮設工 １式

7,087,500  平成 24 年 10 月 29 日～
  平成 25 年 1 月 31 日 山村建設工業㈲

町道池ケ平線舗装新設工
事 久斗山

施工延長　270m、土工　1 式、
擁壁工　面積 4㎡、
舗装工　面積 810㎡

4,042,500  平成 24 年 10 月 31 日～
  平成 24 年 12 月 25 日 山陰道路㈱

町道浜坂 39 号線他 1 路
線消雪設備整備工事 浜坂

送水管　延長 39.1m、
散水管　延長 213.1m、
井戸　1 箇所、ポンプ　1 台

28,707,000  平成 24 年 11 月 2 日～
  平成 25 年 3 月 25 日 ㈱大上建設

町道浜坂第 54 号線 ( 味
原小径 ) 舗装修繕工事 浜坂 真砂土舗装修繕工

面積 199.8㎡ 2,982,000  平成 24 年 11 月 7 日～
  平成 25 年 1 月 5 日 ㈱菊池組

共同汚水処理施設機械電
気設備工事 浜坂

機械設備
( 混合調整槽、破砕ポンプ他 )、
電気設備 ( 制御盤他 )　1 式

41,895,000  平成 24 年 11 月 7 日～
  平成 25 年 3 月 25 日

三井造船環境
ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱

細田稲負谷線他消雪設備
点検工事 湯 施工延長　2,740m 4,609,500  平成 24 年 11 月 7 日～

  平成 25 年 3 月 25 日 ㈲山下土建

千原旧国道線他 2 路線
消雪設備点検工事 千原他 施工延長　1,539m 4,977,000  平成 24 年 11 月 7 日～

  平成 25 年 3 月 25 日 尾﨑建設㈱

ゴウロ用水路整備工事 岸田
ベンチフリューム水路　延長 
313.4m、角フリューム水路　
延長 200m、渓流横断工　1 式

8,452,500  平成 24 年 11 月 9 日～
  平成 25 年 3 月 29 日 山村建設工業㈲

（国）178 号浜坂道路地
域連携推進事業関連下水
道管布設工事

栃谷 下水道管布設　延長 115m 6,195,000  平成 24 年 11 月 19 日～
  平成 25 年 3 月 25 日 山陰道路㈱

（平成 24 年 10 月 16 日～平成 24 年 11 月 15 日契約分）

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

　

12
月
１
日
付　

※
〈　

〉
内
は
前
任

▽
地
域
振
興
課
課
長
補
佐
兼
住
民
係
長

（
国
保
担
当
）　

川
西
み
つ
る
〈
税
務
課

課
長
補
佐
（
収
税
担
当
）〉
▽
健
康
課

課
長
補
佐
兼
国
保
年
金
係
長　

岩
﨑
房

枝
〈
地
域
振
興
課
課
長
補
佐
兼
住
民
係

長
（
国
保
担
当
）〉
▽
加
藤
文
太
郎
記

念
図
書
館
課
長
補
佐　

中
井
誠
〈
総
務

課
課
長
補
佐
〉
▽
上
下
水
道
課
施
設
係

長
（
下
水
道
管
理
担
当
）　

山
本
洋
行

〈
加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館
係
長
〉
▽

税
務
課
収
税
係
長
（
温
泉
担
当
）　

福

井
崇
弘
〈
総
務
課
係
長
（
宮
城
県
山
元

町
派
遣
）〉

【
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
派
遣
】

　

宮
城
県
山
元
町
で
、
震
災
復
興
計
画

に
基
づ
く
各
種
事
業
の
推
進
に
あ
た
り

ま
す
。

　

総
務
課
主
査　

高
木
知
宏

　

３
月
ま
で

の
短
い
派
遣

期
間
で
は
あ

り
ま
す
が
、

一
日
で
も
早

く
山
元
町
の
復
興
が
進
む
よ
う
全
力
で

取
り
組
ん
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ　

総
務
課　

総
務
係

　

℡
82
‐
３
１
１
１
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  　固定資産税（土地・家屋）の

現況を変更した場合は届出が必要です
　固定資産税（土地、家屋）は、毎年１月１日基準日の所有者に対し、現在の状況に応じて課税（現況課
税）されますが、未登記物件については現況把握が困難な場合があります。
　そのため、平成 24 年１月１日～ 12 月 31 日の期間に、次の表内の①～③に
該当する場合は届出書類を提出していただく必要があります。
　なお、届出がない場合、現況と異なった地目として土地が課税されたり、
所有していない建物に課税される場合がありますのでご注意ください。

※登記済みの土地・家屋は、所有権移転または滅失登記等の登記日が基準になりますので、
　平成 25 年１月１日までに登記が完了しない場合はご連絡ください。

◆問合せ・届出用紙請求　税務課　課税係　℡ 82-3113
◆提出先　税務課または温泉総合支所地域振興課

＜状況及び届出書類一覧表＞
状　　　況 届出書類

①土地の台帳地目と現在の地目状況が異なっている場合 現況地目相違申告書

②未登記の住宅・倉庫等の家屋の所有者を変更した場合 未登記家屋納税義務者変更届

③未登記の家屋を取り壊した場合
　（平成 24 年中に取り壊した登記家屋の滅失登記をしていない場合を含む）

家屋取壊等届出書

　
目
指
そ
う
！
　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
100
％
実
施

　

兵
庫
県
と
新
温
泉
町
は
、

　
　
　
　
　
　
　

連
携
し
て
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
　
　
　

実
施
し
て
い
な
い
事
業
主
の
皆
様
へ

　

特
別
徴
収
と
は
、
従
業
員
の
方
の
給
与

か
ら
個
人
住
民
税
を
天
引
き
し
、
事
業
主

の
方
が
従
業
員
の
方
に
代
わ
っ
て
、毎
月
、

町
に
納
入
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

◆
こ
の
制
度
は
、
地
方
税
法
及
び
町
条
例

の
規
定
に
よ
り
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収

を
行
う
全
て
の
事
業
主（
給
与
支
払
者
）

の
方
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
特
別
徴
収
が
不
要
な
ケ
ー
ス
は
法
令
で

定
め
ら
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
事
業
主

の
方
の
希
望
に
応
じ
て
特
別
徴
収
を
行

う
・
行
わ
な
い
を
決
め
る
と
い
っ
た
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
従
業
員
の
方
に
と
っ
て
は
、
①
年
４
回

納
め
る
普
通
徴
収
に
比
べ
、
毎
月
の
給

与
天
引
き
（
年
12
回
払
い
）
に
な
る
の

で
１
回
当
た
り
の
納
税
額
が
少
な
く
て

済
む
、
②
直
接
金
融
機
関
に
出
向
く
手

間
が
な
く
な
る
、
③
納
付
忘
れ
を
防
げ

る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

広報紙の啓発文 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 個人住民税の特別徴収を実施していない事業主の皆様へ 

特別徴収とは、従業員の方の給与から個人住民税を天引きし、事業主の方が従業員の

方に代わって、毎月、市町に納入していただくものです。 
◆ この制度は、地方税法及び各市町の条例の規定により、所得税の源泉徴収を行う全

ての事業主（給与支払者）の方に義務づけられています。 

◆ 特別徴収が不要なケースは法令で定められており、例えば、事業主の方の希望に応

じて特別徴収を行う・行わないを決めるといったことはできません。 

◆ 従業員の方にとっては、①年４回納める普通徴収に比べ、毎月の給与天引き（年 12

回払い）になるので１回当たりの納税額が少なくて済む、②直接金融機関に出向く手

間がなくなる、③納付忘れを防げるといったメリットがあります。 

 
 

特別徴収の方法による納税のしくみ 

    

町 役 場  事 業 所      給与所得者

 
② 税額の計算 

                   
    

                

 

 

 

 

 

① 給与支払報告書の提出 

（1月 31 日まで） 

 

③ 特別徴収税額の通知 

（5月 31 日まで） 

 

⑥ 税額の納入 

（翌月 10 日まで） 

 

④ 特別徴収税額の通知 

 （5月 31 日まで） 

 

⑤ 給与の支払いの際、 

税額を徴収 

（6月から翌年 5月まで毎月） 

ご理解とご協力をお願いします 

目 指 そ う 

特 別 徴 収 

！ 

１ ０ ０ ％ 実 施

兵庫県と県内すべての市町は

連携して、個人住民税の特別

徴収を推進しています。 

▼
問
合
せ　

税
務
課　

課
税
係

　

℡
82
‐
３
１
１
３
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　①公的年金等の収入金額の合計額が、400 万円以下
　②「公的年金等に係る雑所得」以外の所得金額が、20 万円以下
　　例えば、給与の収入金額が 85 万円以下の場合が当てはまります。
　　【85 万円（収入金額）－ 65 万円（給与所得控除）＝ 20 万円（給与所得金額）】
　※ただし、①と②の両方に該当する場合でも、所得税の還付を受けられる方は、確定申告書の提出が
　　必要です。

　　　　　　　　　　　　所得税の確定申告が不要でも、住民税の申告が必要になる場合があります。
　　　　　　　　　　　　詳しくは、役場税務課（℡ 82-3113）にお尋ねください。

◆問合せ　豊岡税務署　個人課税第１部門　℡ 0796-22-2144

広報しんおんせん（12月号）

H24（2012）.12.13

町政のうごきから

　次の①と②の両方に該当する場合は、所得税の確定申告（提出・納税）が不要です。（平成 23 年改正）

  　税務署からお知らせ

「公的年金等の申告不要制度」について

下
水
道
へ
の
接
続
と
利
用
に
つ
い
て
の
お
願
い

所得税の確定申告書の提出が不要となる場合

  ご注意ください！

下
水
道
へ
の
接
続
を
　

　
　
　
お
願
い
し
ま
す

　

現
在
、
77
パ
ー
セ
ン
ト
の
家
庭
や
事

業
所
が
下
水
道
に
接
続
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
排
水
に
は
炊
事
、
洗
濯
な
ど
の

生
活
雑
排
水
と
、
し
尿
排
水
が
あ
り
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
の
流
す
汚
れ
は
わ
ず

か
で
も
、
み
ん
な
が
流
す
と
大
変
な
汚

れ
に
な
り
ま
す
。
衛
生
的
で
快
適
な
生

活
環
境
の
実
現
と
、
川
や
海
な
ど
の
汚

濁
を
防
止
す
る
た
め
、
ま
だ
接
続
さ
れ

て
い
な
い
方
は
一
日
も
早
く
接
続
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
は
指

定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。

指
定
工
事
店
に
相
談
、
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。異

物
に
よ
っ
て
下
水
道

処
理
場
や
中
継
ポ
ン
プ

の
故
障
が
多
発

　

町
内
に
は
２
８
０
箇
所
の
中
継
（
マ

ン
ホ
ー
ル
）
ポ
ン
プ
が
あ
り
ま
す
。
下

水
道
に
異
物
を
流
す
と
、
ウ
ェ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
些
細
な
も
の
で
あ
っ

て
も
ポ
ン
プ
を
詰
ま
ら
せ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
都
度
ポ
ン
プ
の
修
理
が

必
要
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
路
上

や
宅
内
に
汚
水
が
あ
ふ
れ
る
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

以
外
は
流
さ
な
い
で

　

故
障
の
原
因
で
多
い
も
の
は
、

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
雑
巾
な
ど
の

布
製
品
で
す
。
中
継
ポ
ン
プ
が
詰
ま
る

と
周
辺
の
皆
さ
ん
の
迷
惑
に
な
り
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
が
正
し
く
使
用
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

上
下
水
道
課　

施
設
係

　

℡
82
‐
３
１
１
４

上：汚水ポンプ
右：故障原因の布製品



10広報しんおんせん（12月号）

H24（2012）.12.13

　卓越した技能を持ち、その道で第一人者とし
て目される技能者を表彰する「現代の名工」に
選ばれ、11 月８日、東京都内で厚生労働大臣
から表彰を受けました。
　田中さんは、16 歳で酒造りの道に進まれ、
29 歳の若さで杜氏としてヤヱガキ酒造に入社。
以降、長年杜氏として、清酒の品質向上、醸造
機器の開発などに取り組まれ、独自の醸造技術
による純米大吟醸酒は、国内はもとより、世界
に通じる日本酒として評価を得ています。
　受賞について「ヤヱガキ酒造はもとより、先
輩や但馬杜氏組合の方々のお陰でこのような賞
が受賞できた」と話され、家族が元気で支え続
けてくれたことにも、感謝されていました。
　現在、但馬杜氏組合の組合長を務めておられ、
後進技能者の育成や但馬杜氏の伝統的な酒造技
能の伝承にも尽力されています。
　「酒造りに入学はあっても卒業はない」と話
される田中さん。「これからも賞の名をけがす
ことのないよう、健康な限り酒造りを続けたい」
と酒造りへの情熱を語られました。

　昭和 41 年に陸上自衛隊に入隊され、准陸尉
として平成 12 年に退官されるまで約 35 年間、
福知山駐屯地において防衛の任務に精励されま
した。特に、駐屯地と地域の一体化や隊員の士
気高揚を図る広報業務の充実発展、さらに業務
隊におけるきめ細かい隊務運営に貢献されまし
た。
　新隊員の頃は、厳しい訓練の毎日で辞めよう
と考えたこともあると当時を振り返る入江さ
ん。富士山麓大演習で、極寒の中、重い機関銃
を担いで一昼夜の 50 キロ踏破、雪中や豪雨、
炎天下で隊員を叱咤激励しながらの訓練など、
今でも脳裏に浮かんでくるそうです。しかし、

「国防の任務の一端を担うことができたことは
誇り」と揺るぎない思いを話され、退官後もそ
の思いを胸に刻まれています。
　居組に帰って２年半、ようやくこちらの生活
にも慣れてこられたそうで、「これからは自衛
隊で培った教訓を生かし、この受章に恥じない
よう地域のために微力ながら貢献したい」と故
郷への思いを話されました。

現代の名工＜杜氏＞ 危険業務従事者叙勲  瑞宝単光章

入
江
重
勝
さ
ん　

居
組　

　

‐
防
衛
功
労
‐　

元
准
陸
尉

田
中
博
和
さ
ん　

塩
山　

　

‐
杜
氏
‐　

ヤ
ヱ
ガ
キ
酒
造
㈱

　おめでとうございます

長年のご功績を讃え顕彰
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投票日   12月16日（日）
投票時間 　午前７時～午後８時 （一部の地域を除く）
  投票日当日、仕事、買い物、レジャーなどの予定がある方は、
  浜坂多目的集会施設または町民センターで期日前投票をすることができます。
  【期日前投票のできる期間】　12月15日(土)まで

そろって投票しましょう！

兵
庫
県
と
も
し
び
の
賞

　

地
域
社
会
で
長
年
に
わ
た
り
ひ
た
む

き
な
努
力
を
続
け
、
郷
土
文
化
の
向
上

に
貢
献
し
た
方
に
贈
ら
れ
る
兵
庫
県

「
と
も
し
び
の
賞
」
を
、
桐
岡
の
長
谷

坂
栄
治
さ
ん
が
受
賞
し
、
11
月
20
日
、

県
立
美
術
館
（
神
戸
市
）
で
井
戸
敏
三

知
事
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

長
谷
坂
さ
ん
は
、
長
年
、
兵
庫
県
を

は
じ
め
鳥
取
市
や
岩
美
町
に
伝
わ
る
わ

ら
べ
唄
な
ど
の
採
譜
活
動
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
公
演
活
動
を
通
じ
て
普
及

に
努
め
る
な
ど
、
地
域
文
化
の
向
上
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
、
長
谷
坂
さ
ん
は
、「
こ

れ
ま
で
に
約
１
万
曲
の
楽
譜
を
書
い
た

が
、
そ
れ
に
は
、
各
市
町
の
教
育
委
員

会
や
地
域
の
お
年
寄
り
に
大
変
お
世
話

に
な
っ
た
。
あ
な
た
の
町
に
は
こ
ん
な

唄
が
あ
り
ま
す
よ
と
言
っ
て
県
下
を
巡

る
の
が
私
の
夢
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

夢
が
丘
中
学
校
校
歌
揮
毫
に

　
　
　
か
か
る
感
謝
状
贈
呈

　

セ
レ
モ

ニ
ー
の
最
後

に
は
、
新
し

い
校
歌
の
額

を
前
に
全
校

生
徒
が
校
歌

を
斉
唱
し
、

元
気
な
歌
声

が
体
育
館
に

響
き
わ
た
り

ま
し
た
。

　

11
月
10
日
、
夢
が
丘
中
学
校
文
化
祭
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
同
校
の
校

歌
を
揮
毫
し
て
い
た
だ
い
た
歌
長
の
西
村
光

男
さ
ん
に
、
田
辺
副
町
長
が
感
謝
状
を
贈
り

ま
し
た
。

　

こ
の
校
歌
は
、
平
成
17
年
４
月
の
開
校
に

合
わ
せ
て
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
体
育

館
に
は
当
時
の
書
道
担
当
教
諭
が
書
し
た
校

歌
が
掲
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
開
校
８
年

を
迎
え
、
西
村
さ
ん
に
揮
毫
を
お
願
い
し
、

額
に
収
め
て
掲
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
た
セ
レ
モ
ニ
ー
で
西

村
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
先
、
将
来
永
き
に

わ
た
っ
て
校
歌
と
と
も
に
夢
が
丘
中
学
校
が

ま
す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

第 46 回衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査

兵庫県選挙管理委員会・新温泉町選挙管理委員会

兵庫県技能顕功賞
　各産業分野で優れた技術を持ち、その技術水
準の向上に貢献された功績が認められたもので
す。
　　　瓦ふき工　髙橋博文さん（高末）
　　　造園工　　福井繁和さん（春来）
　　　杜氏　　　田中久之さん（飯野）
　　　杜氏　　　中井増時さん（飯野）

兵庫県自治賞（自治功労）
　町内会長として、住民の先導にあたり、住民
の自治意識の高揚に貢献され、地域づくりに尽
くされた功績が認められたものです。
　　　　　　下岡　功さん（浜坂）
　　　　　　井上武夫さん（浜坂）
　　　　　　亀谷忠明さん（居組）
　　　　　　西岡安雄さん（居組）
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＊ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
め
ざ
し 

＊

      

エ
コ
・
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
構
想
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

実
現
に
向
け
て 

⑤

　

Ｅ
Ｖ
は
、
燃
料
の
代
わ
り
に
バ
ッ
テ

リ
ー
を
搭
載
し
、
エ
ン
ジ
ン
の
代
わ
り

に
モ
ー
タ
ー
を
動
力
源
と
し
て
、
電
気

の
力
だ
け
で
走
る
自
動
車
で
す
。
ガ
ソ

リ
ン
な
ど
化
石
燃
料
を
使
わ
な
い
た

め
、
走
行
時
に
二
酸
化
炭
素
を
一
切
排

出
し
な
い
次
世
代
の
エ
コ
カ
ー
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｅ
Ｖ
は
走
り
出
し
の
加
速
に

優
れ
、
騒
音
や
振
動
も
極
め
て
少
な
い

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、

現
在
の
Ｅ
Ｖ
に
使
用
さ
れ
て
い
る
バ
ッ

テ
リ
ー
は
体
積
や
重
量
あ
た
り
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
化
石
燃
料
に
比
べ
て
小
さ
い

た
め
、
一
度
に
走
行
で
き
る
距
離
が
短

い
と
い
っ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
。

　

走
行
に
は
充
電
設
備
が
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
家
庭
用
電
源
か
ら
充
電
す
る

方
法
と
、
浜
坂
多
目
的
集
会
施
設
の
北

側
駐
車
場
に
あ
る
よ
う
な
急
速
充
電
器

で
充
電
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
急
速

充
電
器
に
よ
る
充
電
で
は
、
30
分
程
度

で
80
％
の
充
電
が
可
能
で
す
。

　

本
町
で
も
、
こ
れ
ら
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
自
動
車
の
導
入
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
町
内
で
の
普
及
を
推
奨
し
て

い
き
ま
す
。

▼
問
合
せ　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４

　
「
エ
コ
・
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
構
想
」
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
と

併
せ
て
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
や
さ
ま
ざ
ま
な
省
エ
ネ
機
器
の
普
及
を
進

め
、エ
ネ
ル
ギ
ー
そ
の
も
の
を
「
使
わ
な
い
よ
う
に
す
る
」
こ
と
も
重
要
と
と
ら
え
、

環
境
に
負
荷
の
か
か
ら
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

浜坂多目的集会施設北側駐車場の
電気自動車用急速充電器

  

町
青
少
年
育
成
町
民
大
会
で

「
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｉ
音
楽
会
」
開
催

　

大
会
の
冒
頭
に
、若
者
グ
ル
ー
プ「
ｔ

ｅ
ａ
ｍ 

Ａ
Ｃ
Ｔ
」代
表
の
池
田
浩
之
さ

ん
が
、
美
方
青
年
会
議
所
の
東
日
本
大

震
災
復
興
支
援
事
業
と
し
て
宮
城
県
の

被
災
地
で
運
行
し
て
い
る
移
動
図
書
館

車
の
取
組
を
報
告
。
池
田
さ
ん
は
、「
一

人
で
百
歩
進
む
よ
り
も
百
人
で
一
歩
進

ん
で
い
け
る
よ
う
な
地
域
を
め
ざ
し
活

動
を
続
け
た
い
」と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
行
事
で
は
、「
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｉ
Ｙ
Ａ

Ｒ
Ｉ
音
楽
会
」と
題
し
て
藤
田
さ
ん
が
、

ヒ
ッ
ト
曲
の「
ひ
だ
ま
り
の
詩
」や「
Ｏ

Ｍ
Ｏ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｉ
の
う
た
」
を
手
話
を

交
え
て
披
露
。
手
話
は
、
指
の
先
ま
で

使
っ
て
丁
寧
に
伝
え
よ
う
と
す
る
こ
と

か
ら
思
い
や
り
の
練
習
に
も
な
る
と
話

さ
れ
、
参
加
者
も
藤
田
さ
ん
に
合
わ
せ

て
手
話
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｉ
の
う
た
」
は
、

い
じ
め
問
題
解
決
の
た
め
に
思
い
や
り

の
心
を
増
や
そ
う
と
い
う
発
想
か
ら
制

　

11
月
10
日
、「
見
守
り
育
て
よ
う
地
域
社
会
で
青
少
年
」を
テ
ー
マ
に
、「
平
成
24

年
度
新
温
泉
町
青
少
年
育
成
町
民
大
会
」（
町
青
推
協
会
主
催
）が
浜
坂
多
目
的
集
会

施
設
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
校
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
と
合
唱
す
る「
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｉ

Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｉ
音
楽
会
」で
全
国
を
巡
る
活
動
も
行
っ
て
い
る
、
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト「
ル
・
ク

プ
ル
」の
藤
田
恵
美
さ
ん
に
よ
る
記
念
行
事
や
実
践
発
表
が
行
わ
れ
、
青
少
年
育
成

の
関
係
者
や
一
般
の
町
民
な
ど
約
２
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

作
さ
れ
、
学
校
の
朝
礼
で
歌
う
こ
と
で

ク
ラ
ス
の
い
じ
め
が
な
く
な
っ
た
と
い

う
手
紙
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
も
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
が
思
い
や
り
の
心

を
持
つ
に
は
ま
ず
は
大
人
か
ら
と
話
す

藤
田
さ
ん
は
、「
思
い
や
り
っ
て
何
だ

ろ
う
と
、
い
つ
も
心
に
と
め
て
考
え
実

践
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
」
と
語
り
か

け
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
実
践
発
表
で
は
、

町
内
の
学
校
、
地
区
青
推
協
か
ら
５
団

体
が
発
表
。
こ
の
う
ち
浜
坂
中
学
校
か

ら
は
、
生
徒
の
あ
い
さ
つ
の
状
況
な
ど

の
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
グ
ラ
フ
を

使
用
し
て
分
析
し
て
い
ま
し
た
。

歌を通じて思いやりの心を
伝える藤田恵美さん
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　七釜の芦原から誘われるように山奥へ分け入っ
てみますと、いつの間に広げられたのか、歩きや
すい道が続いていました。晩秋の山道は種を実ら
せた野草たちが、黄色く色づいて斜面に倒れか
かっています。
　そんな中にミヤマフユイチゴ（深山冬苺）がた
くさんの枝を伸ばし、ところどころに白い花を咲
かせていました。周囲が枯れている季節のせいで
しょうか、白い花はほんの 15㎜ほどですが、さ
すがバラ科の花で、小さくても存在感があります。
茎は蔓性で地面を這い、立ち上る部分は 30cm ほ
ど、葉は浅く３裂しています。フユイチゴの葉の
先は丸いのですが、ミヤマフユイチゴの葉は真ん
中の葉先が尖っています。また、フユイチゴの葉
や茎には軟毛が密生しているのに比べて、葉や茎
に毛がなく、鋭い刺があります。どちらも花弁は
５枚で先が不規則に切れ込み、多数の雄しべが花
柱（雌しべ）を取り囲んでいます。なお、花つき、
実付きは、フユイチゴの方が多いようです。
　初冬、集合体の美味しそうな液果を赤く実らせ
るフユイチゴの仲間は、地方によって、親

おや

孝
こう

行
こう

苺
いちご

と呼ばれているところもあるそうですが、食べ物
のない冬場に実をつけるこれらの仲間は、さぞた
くさんの生き物たちの糧となっていることでしょ
う。
　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん　

ミヤマフユイチゴ
　　　　　　　　（バラ科）

 野草散歩（24)

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

℡
（
０
５
７
０
）
０
７
０
‐
１
１
７

※
一
般
の
固
定
電
話
の
場
合
、
市
内
通

話
料
金
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

た
だ
し
、
携
帯
電
話
の
場
合
は
通
常

の
通
話
料
金
と
な
り
ま
す
。

※
Ｉ
Ｐ
電
話
等
の
方
は
、

　

℡
（
０
３
）
６
７
０
０
‐
１
１
３
０

へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。
こ
ち
ら
の

番
号
は
通
常
の
通
話
料
金
と
な
り
ま

す
。

▼
受
付
期
間 

　

平
成
25
年
３
月
15
日
（
金
）
ま
で

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
の
添
付
書
類
と
な
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
し
て
い
ま

す
。（
た
だ
し
、
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
た
場
合
な
ど
、
10
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、
来
年
の
２
月
上
旬
に
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。）

　

紛
失
等
し
た
場
合
の
再
発
行
や
証
明
書
の
内
容
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

次
の
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
の
ご
案
内

▼
受
付
時
間

◇
月
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

◇
火
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

◇
第
２
土
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

※
祝
日
お
よ
び
12
月
29
日
～
１
月
３
日

は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。ま
た
、

月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
の
火

曜
日
が
午
後
７
時
ま
で
の
受
付
と
な

り
ま
す
。

▼
問
合
せ

　

日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
０
９
４
５



H18（2006）.4.13

　

加藤文太郎
記念図書館

「12月のおすすめの本」
ご案内

レンズが撮らえた　幕末維新の志士たち
小沢健志 著／山川出版社

幕末維新を生きた沢山の男たち。勝海舟、
清水次郎長、徳川慶喜などの有名人から、
名もなき志士まで、当時の事件の様子な
どとともに写真で紹介する。近代日本を
創った最後のサムライたちの歴史とロマ
ン溢れる貴重な写真記録。

これだけで完全食　ミソスープ
　口尾麻美 著／講談社

『みそ』は日本古来の気軽に使える発酵食
品です。がん予防、コレステロール抑制、
消化促進のほか、美容にも効果がありア
ンチエイジング、美肌などいいこと尽く
しです。若い世代にも人気のスープにみ
そを入れるだけで、おしゃれで楽しい『ミ
ソスープ』のできあがり。

夢の再生医療を実現するｉＰＳ細胞
　（株）ニュートンプレス

心臓や神経などの自然に再生しない組織
や臓器を、自分の細胞から作りだした「ｉ
ＰＳ細胞」を使って治療する、夢の再生
医療。ノーベル賞を受賞した山中教授へ
のインタビューや「ｉＰＳ細胞」のしく
みをビジュアルにわかりやすく紹介。

テディ・ロビンソンとサンタクロース
ジェーン・Ｇ・ロビンソン 著／岩波書店

デボラという女の子に家族のように大切
にされているテディ・ロビンソンは、人
なつっこいクマのぬいぐるみです。そん
なテディに、クリスマスイヴの夜、素敵
なことがおこります…。癒されるテディ
の毎日をつづった、子どもたちの心を優
しく包む心温まる物語。

ぴったりのクリスマス
バーディー 作　ロザリンド・ビアードショー 絵／小学館

クリスマスイブの日、王様はお姫様に素
敵なプレゼントを見つけました。そして
そのプレゼントからはじまって、お城の
料理番・アナグマ・リス・ネズミへと素
敵なプレゼントの奇跡がおこっていき…。
大切な人を思う気持ちがいっぱいの絵本。

  クリスマスおはなし会  　　           
クリスマスにちなんだ絵本や手づくり紙
芝居の読み聞かせなど。サンタクロー
スも登場します。
◆12月15日（土）　午後２時～
 　テーマ『クリスマスのたのしいおはなし』 

おはなし会　　　　　　　  
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。
◆1月12日（土）　午後2時～
 　『おもちのすきなヘビのおふじ』 他

休館日のお知らせ 　　　　  

長期休館　　　　　　　　
◆年末年始
　12月29日（土）～１月３日（木）
◆特別図書整理
　１月21日（月）～ 31日（木）

貸出冊数の変更　　　　　
長期休館に伴い、貸出冊数を10冊（通
常は5冊）に変更します。
◆期間　12月15日（土）～１月20日（日）

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（12月号） 14

1 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

は休館日

12 月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31
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体
験
コ
ー
ナ
ー
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
館

の
中
心
的
な
展
示
で
す
。
こ
こ
で
は
、

大
地
を
構
成
す
る
岩
石
と
水
と
の
関
係

が
学
習
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

新
温
泉
町
の
地
形
を
形
づ
く
る
岸
田

川
や
久
斗
川
の
上
流
、中
流
域
の
金
屋
、

最
下
流
部
の
浜
坂
海
岸
の
石
こ
ろ
の
形

や
模
様
、
砂
の
様
子
か
ら
、
岩
石
の
変

化
が
観
察
で
き
ま
す
。
石
こ
ろ
や
砂
が

水
の
中
で

規
則
的
な

形
で
沈
殿

し
て
地
層

が
形
成
さ

れ
る
こ
と

や
、
石
こ

ろ
の
種
類

や
顕
微
鏡

で
砂
を
観

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
　
　
　
　
　

　「
大
地
」
に
つ
い
て
考
え
よ
う

H24（2012）.12.13

広報しんおんせん（12月号）

▼
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館　

　
　
　
　
　
　

℡　

82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ ㉛

　
『
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
出
か
け
よ
う
！
』

を
テ
ー
マ
に
、町
外
の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）

や
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇
館
長
が
紹
介

し
ま
す
。

　

今
回
は
新
温
泉
町
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

砂の性質と砂鉄の利用

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
Ｈ 

さ
ん
（
65
歳
）
男
性

　

レ
ア
メ
タ
ル
の
開
発
を
し
て
い
る
Ａ

社
の
社
債
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

届
い
た
。
数
日
後
Ｂ
社
か
ら
「
Ａ
社
の

社
債
を
欲
し
が
っ
て
い
る
会
社
が
あ
る

が
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
た
人
し
か

購
入
で
き
な
い
。
代
わ
り
に
１
口
10
万

円
を
30
口
分
申
し
込
ん
で
ほ
し
い
。
申

込
金
と
一
緒
に
１
口
に
つ
き
５
万
円
の

謝
礼
を
入
金
す
る
」
と
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
。
代
わ

り
に
申
し
込
む

だ
け
で
謝
礼
が

も
ら
え
る
な
ら

と
、
３
０
０
万

円
を
振
り
込
ん

だ
。

　

直
ぐ
に
返
金
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
た

の
に
入
金
さ
れ
な
い
の
で
、
Ｂ
社
に
電

話
を
か
け
る
が
つ
な
が
ら
な
い
。
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
。

■
う
ま
い
話
に
ご
注
意
を
！　

　

業
者
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
る
こ
と

が
多
く
、
い
っ
た
ん
支
払
っ
た
お
金
を

取
り
戻
す
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
す
。 　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

謝
礼
を
も
ら
え
る
は
ず
が
…
。 

劇
場
型
の
投
資
詐
欺
が
急
増

勧
誘
業
者
の
説
明
の
と
お
り
に
利
益
が

得
ら
れ
た
ケ
ー
ス
は
確
認
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

■
劇
場
型
詐
欺

　

販
売
業
者
が
提
供
す
る
社
債
や
権
利

な
ど
を
、勧
誘
業
者
が
「
謝
礼
を
払
う
」

「
購
入
額
以
上
で
買
い
取
る
」
な
ど
、

利
益
に
な
る
か
の
よ
う
な
説
明
で
購
入

を
さ
せ
よ
う
と
す
る
、
劇
場
型
詐
欺
の

相
談
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

■
他
に
も
こ
ん
な
事
例
が
あ
り
ま
す

　

不
審
に
思
っ
て
振
込
を
や
め
よ
う
と

す
る
と
「
契
約
は
成
立
し
て
い
る
。
支

払
わ
な
い
と
裁
判
を
す
る
」
と
脅
さ
れ

た
り
、
借
金
を
強
要
さ
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
絶
対
に
話
に
乗
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
！

察
す
る
こ
と
で
、
地
域
を
形
づ
く
る
地

層
の
様
子
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

浜
坂
海
岸
の
砂
に
含
ま
れ
る
大
量
の

砂
鉄
は
、
上
流
で
「
た
た
ら
」
と
い
わ

れ
る
製
鉄
で
鉄
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。
当
時
は
、
鍛
冶

屋
で
用
具
が
生
産
さ
れ
、「
諸
寄
砥
石
」

で
刃
物
を
研
い
で
使
っ
て
い
た
こ
と
な

ど
、
大
地
を
利
用
し
た
先
人
た
ち
の
暮

ら
し
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

川の石ころの形の変化
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まちの求人案内

広報しんおんせん（12月号）

－問合せ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0136
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

　（常　用） 　（パート） 平成 24 年 11 月 20 日現在
事業所名 職種 年齢 賃金（千円）

（浜坂地域）

㈱隆栄水産
ウェイター　
ウェイトレス 不問 130 ～ 170
販売補助 不問 140 ～ 193
営業 不問 190 ～ 300

㈱ＳＴＣ ミシンオペレーター 不問 127

㈱マルワ渡辺水産 支配人 不問 250 ～ 400
鮮魚業務 不問 132 ～ 158

山陰道路㈱
建築施工管理 不問 180 ～ 220
土木施工管理 不問 180 ～ 220
機械工具保守 不問 160 ～ 180

㈲岡市組 土木作業員 不問 154 ～ 198
㈱大上建設 土木施工管理 59 以下 230 ～ 300
㈲山米鮮魚 水産加工員 45 以下 150 ～ 200
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 40 以下 127 ～ 134
㈱円山菓寮 菓子製造 40 以下 132 ～ 140
㈱テクノ・サービス 製造スタッフ 不問 135

（温泉地域）

㈱マルワフーズ渡辺水産 営業 64 以下 169 ～ 289
事務職 64 以下 129 ～ 146

㈱井筒屋 客室係 60 以下 231 ～ 256
富士綜合警備保障㈱ 警備業務 不問 150 ～ 175
全但バス㈱ バス運転手 不問 183 ～ 184

㈱朝野家 予約係 不問 140 ～ 150
販売係 不問 140 ～ 150

立道建設㈱ 土木作業員 59 以下 192 ～ 228

アイアンドエフ・ビルディング㈱
旅館客室清掃 不問 188 ～ 226
旅館フロント 45 以下 188 ～ 226
調理 45 以下 222 ～ 246

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）

神戸ヤクルト販売㈱ 宣伝販売スタッフ 不問 900 ～ 1,000
㈱伝習館 家庭教師 不問 1,400 ～ 2,000
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 790 ～ 2,100
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備業務 18 以上 750 ～ 1,000

（浜坂地域）

㈱メフォス 病院給食調理補助 59 以下 750
給食調理補助 59 以下 750

㈱隆栄水産 ウェイター　
ウェイトレス 不問 800 ～ 950

㈱マルワ渡辺水産

鮮魚業務 不問 750 ～ 900
鮮魚・惣菜 不問 750 ～ 900
事務員 不問 900 ～ 1,000
惣菜係 不問 900 ～ 1,000
レジ係 不問 900 ～ 1,000

㈱エコール鳥取 塾講師 不問 850 ～ 1,500
㈱第一食品 調理補助 59 以下 780 ～ 830

㈱リフティングブレーン 料理包装 不問 950
魚佃煮製造 不問 950

㈱トヨダ 販売員 不問 750
販売員 18 以上 750 ～ 1,100

ゴダイ㈱ 販売員 不問 750
㈲山米鮮魚 加工員 不問 750 ～ 850
ＮＰＯ法人にーず 訪問介護員 不問 800 ～ 900
㈱白バラドライ 店舗受付 不問 820 ～ 1,000

㈱コメリ 販売員 不問 800
販売員 不問 750 ～ 780

㈱北兵庫 運転手 不問 750

㈱マル海渡辺水産
販売員 不問 750 ～ 1,000
フロアースタッフ 不問 750 ～ 1,000
調理補助 不問 750 ～ 1,000

フジコン食品㈱ 包装作業 不問 780
（温泉地域）
㈱エミュー エステ業務 不問 800 ～ 900
ケービックス㈱ クリンクルー 不問 750 ～ 800
㈱コメリ 販売員 不問 750

㈱井筒屋 料飲係 不問 950
朝食係 不問 900 ～ 950

湯快リゾート㈱ レストラン業務 不問 800 ～ 1,125
調理補助 不問 800 ～ 1,063

社会福祉法人徳和会　特別養護
老人ホームやすらぎの里

介護補助 不問 800 ～ 830
介護職 不問 870 ～ 910

㈱たむら 接客業務 不問 750 ～ 800
㈱とみや旅館 客室係補助 不問 900 ～ 1,000

㈱西沢製作所 配送運転手 不問 749
溶接工 不問 749

アイアンドエフ・ビルディング㈱ 旅館客室清掃 不問 800 ～ 1,200
調理補助 不問 800 ～ 1,200

㈱朝野家 エステルーム係 不問 1,200 ～ 1,300
㈱温泉町夢公社 施設管理 不問 800 ～ 850

公共職業安定所と連携し、まちの求人情報を
提供しています。職業相談員が就職相談に応じ
ます。お気軽に利用ください。

サンシーホール浜坂をご利用ください
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―
農
業
委
員
会
情
報
№
82
―

H24（2012）.12.13

広報しんおんせん（12月号）

▼
問
合
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
82
‐
５
６
２
６

遊
休
農
地
が
解
消
さ
れ
る
と
同
時
に
美

し
い
農
村
風
景
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

助
成
制
度
の
活
用

◇
米
に
対
す
る
助
成

　

米
の
生
産
数
量
目
標
に
従
っ
て
、
販

売
目
的
で
生
産
す
る
販
売
農
家
・
集
落

営
農
組
合
に
、
全
国
一
律
１
万
５
千
円

／
10
㌃
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
当

年
産
の
販
売
価
格
が
標
準
的
な
販
売
価

格
を
下
回
っ
た
場
合
、
そ
の
差
額
補
て

ん
の
交
付
金
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

◇
水
田
活
用
に
対
す
る
助
成

　

水
田
の
活
用
助
成
と
し
て
、
そ
ば
、

美
方
大
納
言
、
ピ
ー
マ
ン
、
黒
大
豆
、

飼
料
作
物
、
水
田
放
牧
な
ど
を
行
う
こ

と
で
、
基
本
交
付
金
と
条
件
を
満
た
す

こ
と
に
よ
り
地
域
振
興
加
算
（
１
万

円
）、
担
い
手
加
算
（
８
千
円
）
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

耕
畜
連
携
の
推
進

　

本
町
は
但
馬
牛
の
本
場
で
あ
り
、
畜

産
部
門
と
耕
種
部
門
が
協
力
・
連
携
す

る
こ
と
で
、
堆
肥
活
用
、
水
田
利
用
の

飼
料
作
物
、
飼
料
稲
、
放
牧
な
ど
に
よ

り
、課
題
で
あ
る
耕
作
の
放
棄
を
防
ぎ
、

農
地
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

近
年
、
久
斗
山
、
丹
土
な
ど
、
集
落

単
位
で
遊
休
農
地
へ
の
放
牧
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
放
牧
す
る
こ
と
で

（
た
だ
し
、
出
荷
・
販
売
の
目
的
で
栽

培
さ
れ
た
作
物
が
対
象
と
な
り
ま
す
。）

　

ま
た
、
こ
の
制
度
で
は
、
集
落
の
農

地
は
自
分
た
ち
で
守
る
た
め
の
集
落
営

農
の
法
人
設
立
の
支
援
と
し
て
40
万
円

の
助
成
（
法
人
設
立
の
た
め
の
事
務
費

相
当
分
）
を
受
け
る
こ
と
で
き
ま
す
。

　

町
内
に
も
た
く
さ
ん
の
集
落
営
農
組

織
が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、
法
人

化
さ
れ
た
集
落
営
農
組
合
は
、
ま
だ
１

集
落
で
す
。
今
後
は
徐
々
に
法
人
化
に

よ
る
メ
リ
ッ
ト
が
生
か
さ
れ
る
組
織
へ

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
、
安
定
し
た
農
業

経
営
は
勿
論
の
こ
と
、
集
落
の
担
い
手

と
し
て
村
の
活
性
化
に
努
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

耕
畜
連
携
の
推
進
や
さ
ま
ざ
ま
な
助
成
制
度
の
活
用
で
、
課
題
と
な
っ
て
い
る

遊
休
農
地
の
活
用
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
大
切
な
農
地
を
守
ろ
う
！

　
　
　
～
耕
畜
連
携
と
助
成
制
度
の
活
用
～

集落農業研究会

棚田利用による但馬牛の放牧

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

　

兵
庫
県
の
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
低
賃
金
と
は
政
府
が
賃
金
の
最
低

限
度
を
定
め
る
制
度
で
、
兵
庫
県
内
の

事
業
所
で
働
く
労
働
者
に
つ
い
て
適
用

さ
れ
ま
す
。
事
業
所
は
パ
ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
を
含
め
、
す
べ
て
の
労
働

者
に
最
低
賃
金
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
地
域
別
最
低
賃
金

　
（
時
間
額　

10
月
１
日
発
効
）

　
　

兵
庫
県
最
低
賃
金　

７
４
９
円

▼
産
業
別
最
低
賃
金

　
（
時
間
額　

12
月
１
日
発
効
）　

　
　

繊
維
業　
　
　
　
　

７
６
2
円

　
　

鉄
鋼
業　
　
　
　
　

８
５
７
円

　
　

各
種
商
品
小
売
業　

７
７
５
円

　
　

自
動
車
小
売
業　
　

８
２
０
円

▼
問
合
せ

▪
兵
庫
労
働
局　

賃
金
課

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
７
‐
９
１
５
４

▪
役
場
商
工
観
光
課

　

℡
82
‐
５
６
２
５
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　11 月４日、青下地区で「第 22 回上山霧ヶ滝もみ
じマラソン」が開催されました。町内外から参加した
152 人のランナーは、青下地区を発着点とする 4.2195
㎞のコースを駆け抜けました。
　大会は、９つの部門が設けられ、親子で仲良く走った
り、記録更新に挑んだり、水戸黄門に仮装したり、それ
ぞれがゴールを目指しました。ゴール後には、おにぎり
や地元で採れた天然きのこの味噌汁が振る舞われ、ラン
ナーたちは疲れを癒していました。

町全域を対象に初の防災訓練

姫路食博でゆむらじゃぶひろめたい！

上山霧ヶ滝もみじマラソン

　11 月 10 日、11 日の２日間、ご当地グルメの祭典「姫
路食博 2012」が姫路市の大手前公園で開催され、初参
加を含む国内外の 48 団体 78 ブースが出店しました。
　本町からは、地元の食材を切り口に地域の魅力を発信
するため「ゆむらじゃぶひろめ隊」を組織し、昨年に続
き温泉玉子をのせた「ゆむらじゃぶ」を販売しました。
10 日は好天に恵まれ８万 7,000 人の来場があり、姫路
城周辺は家族連れなどで賑わいました。また、湯～たん
も登場し観光ＰＲに努めていました。

　11 月９日から 15 日までの７日間、秋の全国火災予
防運動が「消すまでは　出ない行かない　離れない」を
統一標語に実施されました。町消防団の各支団は、美方
広域消防本部と連携して、それぞれの地域を消防車両で
巡回し、火災予防を啓発しました。このうち、浜坂支団
は初日の 11 月９日に、広報パレードを実施。居組コミュ
ニティセンターでは明星認定こども園の園児 55 人が待
ち構えており、車両に乗車したり筒先などの消防器具を
触ったりして、火災予防について楽しく学びました。

秋の火災予防運動

H24（2012）.12.13

広報しんおんせん（12月号）

　地震や津波などの自然災害に迅速に対応できるよう、
町と住民が一体となった防災体制構築のため、10 月 28
日、町全域対象の総合防災訓練を行いました。日本海沿
岸でマグニチュード 7.2、本町で震度６弱の地震が起こり、
20 分後に最大５㍍の津波が襲来する想定で訓練を行い、
延べ 6,808 人の町民が参加しました。午前８時、訓練
開始のサイレンとともに各地区で避難訓練が行われ、続
いて浜坂すこやか広場で土のう作りなどの体験型訓練と
美方広域消防本部による救出訓練などが行われました。
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H24（2012）.12.13

風味満点！てっぺんで新そば祭り

　11 月 12 日、養父市在住の歌手、浜千代子さんが役
場を訪れ、「雪の但馬へ　ようきんさった…」で始まる
本町の春来峠を題材にした名曲「春来峠」のカバー曲を
収録したＣＤリリースを町長に報告しました。
　浜さんは、４年前に歌手デビューされ、但馬地域の各
種イベントや福祉施設などでも活動。「春来峠」を歌うと、
昔を懐かしく思い喜んでいただく姿を見て、記録に残し
たいと思いＣＤ化に踏み切られました。「但馬の名曲な
ので、大切な曲として歌い続けたい」と話していました。

歌手の浜千代子さんが表敬訪問

まちの話題すけっちしんおんせ
ん

すけっちしんおんせ
ん

広報しんおんせん（12月号）

本場の味を満喫 浜坂みなとカニ祭り

　11 月 11 日、春来そば生産組合による「新そば祭り」が、
そば処春来てっぺんで開催され、そばの実すくい取りな
どのイベントや地元農産物の販売もありました。
　新そばの収穫を祝うとともに、日ごろの感謝を込めて
毎年開催しているもので、蕎麦粉 100％の風味高い新
そばを味わおうと、町内外から多くの人が訪れました。
養父市から訪れた男性は「そばを食べて回っているが、
風味やのど越しがよく、つゆとの調和もとれていて、こ
こが一番美味しい」と話していました。

　町内の小・中学校８校に浜坂町漁業協同組合からセコ
ガニ 1,250 杯を 11 月 13 日と 14 日の２日に分けて寄
贈いただき、給食に茹でガニやカニ汁が並びました。こ
のうち、浜坂北小学校１年２組の教室では、１杯ずつ茹
でガニが提供され、児童は「身が甘い」、「卵が美味しい」
などと笑顔で話し、旬の味覚を堪能していました。
　また、11 月 12 日には、第一長幸丸船主の北村賢さ
んから浜坂認定こども園にセコガニ 200 杯を寄贈いた
だき、園児は丸ごとのカニを見て歓声を上げていました。

セコガニを給食で堪能

　11月６日に解禁を迎えた松葉ガニ漁。この旬の味覚
を満喫していただこうと「第25回浜坂みなとカニ祭り
が」が11月17日、浜坂漁港せり市場で開催されました。
あいにくの雨模様でしたが、本場のカニを味わおうと多
くの人が訪れ、カニにちなんだイベントや食事、買い物
を楽しんでいました。
　カニソムリエが調理するお食事コーナーもあり、三田
市から訪れた男性は「カニの身の柔らかさ、みそのクリー
ミーさが別格です」と笑顔で話していました。
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H24（2012）.12.13

ご
案
内

広報しんおんせん（12月号）

平
成
24
年
度
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
支
援
事
業

ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
必
要
な
栄
養
と

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
づ
く
り

　

運
動
に
必
要
な
栄
養
と
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ニ
ン
グ
づ
く
り
に
つ
い
て
の
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設　

和
室

▼
講
師

　

日
本
体
育
協
会
公
認
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ

ク
ト
レ
ー
ナ
ー　

長
谷
川
敬
祐
さ
ん

▼
参
加
費　

無
料

▼
そ
の
他　

先
着
20
名
に
講
演
後
、
栄

養
チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
相
談
を
実
施

▼
問
合
せ

　

社
会
教
育
課　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
係　

℡
82
‐
５
６
２
９

夢
ホ
ー
ル
利
用
支
援
事
業
　
　

　「
す
て
き
な
音
楽
会
」

　

地
域
に
音
楽
の
輪
を
広
げ
、
多
く
の

方
々
の
心
に
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
届

け
よ
う
と
活
動
し
て
い
る
「
ソ
リ
ス
ト

の
会
」
が
、
夢
ホ
ー
ル
利
用
支
援
事
業

を
活
用
し
て
、
結
成
20
周
年
を
記
念
す

る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
～

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
入
場
料　

５
０
０
円（
全
席
自
由
席
）

　

＊
小
学
生
無
料（
但
し
保
護
者
同
伴
）

▼
問
合
せ

❖
ソ
リ
ス
ト
の
会
代
表　

宮
脇
由
美

　

℡
92
‐
０
０
８
３

❖
温
泉
公
民
館　

℡
92
‐
１
８
７
０

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら

「
豆
ふ
く
び
き
」
の
ご
案
内

　

煮
豆
や
佃
煮
な
ど
お
惣
菜
が
当
る
福

引
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
26
日（
水
）午
前
10
時
～

▼
対
象

　

有
料
入
館
の
先
着
１
５
０
名
様

▼
問
合
せ

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら

　

℡
92
‐
２
０
０
２

浜
坂
先
人
記
念
館
　
　

美
方
郡
防
火
ポ
ス
タ
ー
作
品
展

　

本
年
度
、
美
方
郡
内
の
小
中
学
生
か

ら
応
募
の
あ
っ
た
「
防
火
ポ
ス
タ
ー
」

の
入
賞
作
品
と
第
１
次
入
賞
作
品
約

１
１
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
22
日
（
土
）
～

　
　
　
　

平
成
25
年
１
月
９
日
（
水
）

※
毎
週
木
曜
日
と
年
末
年
始
（
12

月
29
日
～
１
月
３
日
）
は
休
館

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は

正
午
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
先
人
記
念
館

　
　
　
　
　
　
　

以
命
亭
ホ
ー
ル

▼
主
催　

美
方
広
域
消
防
本
部

▼
問
合
せ　

浜
坂
先
人
記
念
館

　
　

℡
82
‐
４
４
９
０

  ふるさとの 成人式
開催のお知らせ　

　新成人の皆さまの参加をお待ちしています。

◇とき　平成 25 年１月 13 日（日）
　　　　　午後１時～（受付　正午～）
◇ところ　夢ホール
◇内容　式典、記念行事、記念写真など
◇対象者　平成４年４月２日～平成５年４月１日

生まれで、本町に住所のある方及び本町出身の
方

◇案内状の送付　今年 10 月１日現在の住民基本
台帳をもとに対象者に案内状を送付していま
す。町外に住所異動されている場合は、社会教
育課へご連絡ください。

◇問合せ　教育委員会  社会教育課  ℡ 82-5629
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H24（2012）.12.13

年末年始（12/29～ 1/3）の主な公共施設等の営業状況
施設名 12 月 １月 1 月 4 日以降の

営業日の変更等29日（土） 30日（日） 31日（月） 1日（火） 2日（水） 3日（木）

役場・温泉総合支所 休　み（死亡届等の受付は行います。） 4 日から通常どおり

ユートピア浜坂
（℡ 82-5080） 10:00 ～ 22:00 10:00 ～

21:00
13:00 ～

21:00 10:00 ～ 22:00 受付は閉館の 30 分
前まで

七釜温泉ゆーらく館
（℡ 83-1526） 9:00 ～ 22:00   9:00 ～

21:00
10:00 ～

21:00 10:00 ～ 22:00 4 日から通常どおり
9 日（水）休館

浜坂海岸レクリエーションセンター
（℡ 82-0932） 休　み 4 日から通常どおり

薬師湯
（℡ 92-1081） 7:00 ～ 22:30 8:00 ～ 20:00

リフレッシュパークゆむら
（℡ 92-2002） 10:00 ～ 20:00 10:00 ～

18:00 10:00 ～ 20:00 10 ～ 12 日
臨時休業

夢千代館
（℡ 99-2300） 9:00 ～ 18:00

健康公園
（℡ 92-1713） 9:00 ～ 18:00

ログハウスカナダ
（℡ 92-2777） 満　室

但馬牧場公園
（℡ 92-2641） 9:00 ～ 17:00

杜氏館
（℡ 92-2000） 9:00 ～ 18:00

加藤文太郎記念図書館
（℡ 82-5251） 休　み 4 日から通常どおり

浜坂先人記念館「以命亭」
（℡ 82-4490） 休　み 4 日から通常どおり

山陰海岸ジオパーク館
（℡ 82-5222） 休　み 4 日から通常どおり

まち歩き案内所「松籟庵」
（℡ 80-1126） 休　み 4 日から通常どおり

八田コミュニティセンター
おもしろ昆虫化石館℡ 93-0888 休　み 4 日から通常どおり

上山高原ふるさと館
（℡ 99-4600） 休　み 9:00 ～

17:00
クリーンセンター

（℡ 82-1571）
9:00 ～

16:00 休　み 4 日から通常どおり

リサイクルセンター
（℡ 82-4860）

9:00 ～
16:00 休　み 4 日から通常どおり

美西浄化センター
（℡ 82-1662） 休　み 4 日から通常どおり

公立浜坂病院　　　
（℡ 82-1611）

　　㊐は、日直
　　当は、当直

休　診 ※必ず電話で確認
の上、午後 9 時ま
でに診療が終わる
ようご協力下さい。
4 日から通常どおり

㊐　内科 ㊐整形外科 ㊐整形外科 ㊐整形外科 ㊐整形外科 ㊐　内科

当　内科 当整形外科 当整形外科 当整形外科 当　内科 当整形外科
歯科診療所
　　   （℡ 92-0140） 休　診 4 日から通常どおり

照来診療所
　　   （℡ 92-1080） 休　診 4 日（金）休診

7 日から通常どおり
八田診療所
　　   （℡ 93-0001） 休　診 4 日から通常どおり

（注）上記以外の公共施設は、年末年始（12/29 ～ 1/3）が休みとなります。
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「
愛
の
献
血
」
の
お
知
ら
せ

　

風
邪
な
ど
で
献
血
者
が
減
少
す
る
冬

場
の
献
血
者
の
確
保
の
た
め
、
12
月
１

日
か
ら
平
成
25
年
１
月
31
日
ま
で
を

「
年
末
年
始
献
血
推
進
強
調
月
間
」
と

し
て
い
ま
す
。
大
切
な
命
を
救
う
献
血

に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
18
日
（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　

午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
対
象

　

18
歳
（
男
性
は
17
歳
）
～
69
歳
の
方

※
65
歳
以
上
の
方
は
、
60
歳
を
過
ぎ

て
か
ら
献
血
経
験
の
あ
る
方

▼
問
合
せ　

健
康
課　

健
康
推
進
係

　
（
す
こ
や
か
～
に
内
）
℡
99
‐
２
９
４
０

感
染
性
胃
腸
炎
予
防
に
つ
い
て

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性
胃
腸

炎
や
食
中
毒
は
、
１
年
を
通
し
て
発
生

し
て
い
ま
す
が
、
特
に
冬
季
に
流
行
し

ま
す
。
正
し
い
知
識
を
も
ち
、
感
染
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
？

　

感
染
し
て
か
ら
24
～
48
時
間
で
吐
き

気
、
下
痢
、
腹
痛
な
ど
が
お
こ
り
ま
す
。

ひ
ど
い
症
状
が
続
い
た
場
合
、
脱
水
を

起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
早
め
に
医

師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
ど
の
よ
う
に
感
染
す
る
の
？

❖
食
品
を
扱
う
感
染
者
を
介
し
て
、
汚

染
さ
れ
た
食
品
を
食
べ
た
場
合

❖
汚
染
さ
れ
て
い
た
食
品
を
、
十
分
に

加
熱
調
理
し
な
い
で
食
べ
た
場
合

❖
感
染
者
の
糞
便
や
嘔
吐
物
か
ら
人
の

手
な
ど
を
介
し
て
感
染
し
た
場
合

▼
予
防
方
法
は
？

❖
帰
宅
時
・
食
事
前
・
ト
イ
レ
後
に
、

石
鹸
と
流
水
に
よ
る
手
洗
い
の
徹
底

　
（
タ
オ
ル
の
共
用
は
避
け
る
）

❖
食
品
は
十
分
加
熱
し
、
調
理
器
具
を

消
毒

❖
糞
便
や
嘔
吐
物
の
付
着
物
を
処
理
す

る
場
合
は
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
を
使
用

▼
問
合
せ　

健
康
課　

健
康
推
進
係

　
（
す
こ
や
か
～
に
内
）
℡
99
‐
２
９
４
０

町
文
化
祭
温
泉
会
場「
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
」

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

皆
さ
ん
か
ら
２
８
３
点
の
品
物
を
寄

贈
い
た
だ
き「
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
」を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
収
益
金
は
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　

温
泉
地
域
消
費
者
の
会

　

事
務
局
：
温
泉
総
合
支
所
地
域
振
興
課

を
済
ま
さ
れ
て
い
る
業
者
の
方
は
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。）
有
効
期
限

は
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

審
査
の
結
果
、
入
札
参
加
資
格
を
有

す
る
と
認
め
た
場
合
は
、
北
但
行
政
事

務
組
合
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
に
登
録

し
ま
す
が
、
入
札
の
参
加
が
約
束
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
今
回
の
事
業
を
除
い
た
通
常

の
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
等
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
、
物
品
製
造
・
役
務
の

提
供
等
の
入
札
に
係
る
未
登
録
業
者
の

追
加
受
付
は
、
平
成
25
年
２
月
頃
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

12
月
14
日
（
金
）
～

　
　

平
成
25
年
１
月
15
日
（
火
）
必
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
郵
送
可
）

※
詳
細
は
、
提
出
要
領
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

※
提
出
要
領
・
申
請
書
様
式
は
北
但
行

政
事
務
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。（
組
合
の

窓
口
で
も
配
付
し
て
い
ま
す
。）

　

http://w
w

w
.hokutan.jp/

▼
問
合
せ
・
提
出
先

　

〒
６
６
８
‐
０
０
１
１

　

豊
岡
市
上
陰
１
７
８
番
地
の
1

　

北
但
行
政
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　

施
設
整
備
課 

総
務
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
５
５
０
４

北
但
行
政
事
務
組
合
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

【
北
但
ご
み
処
理
施
設
整
備
・
運
営
事
業
】

　
臨
時
受
付
の
お
知
ら
せ

　

組
合
が
発
注
す
る
「
北
但
ご
み
処
理

施
設
整
備
・
運
営
事
業
」
に
係
る
入
札

に
参
加
を
希
望
す
る
業
者
の
方
は
、
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
（
指
名
願
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
既
に
登
録

お
知
ら
せ

水
道
管
の
凍
結
防
止
対
策
は

　
　    

お
済
み
で
し
ょ
う
か

▼
対
策　

む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る

水
道
管
や
蛇
口
に
、
保
温
材
や
毛
布

な
ど
を
巻
き
付
け
、
そ
の
上
か
ら
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
を
巻
き
ま
し
ょ
う
。

▼
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら　

蛇
口
は
開
け

た
ま
ま
に
せ
ず
必
ず
閉
め
、
自
然
に

解
け
る
の
を
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
急

に
熱
湯
を
か
け
る
と
水
道
管
や
蛇
口

が
破
裂
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

▼
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
ら　

メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル
ブ
を
閉
め
て
水

を
止
め
て
く
だ
さ
い
。
破
裂
し
た
部

分
に
布
な
ど
を
巻
き
付
け
、
応
急
措

置
を
し
て
、
す
ぐ
に
水
道
工
事
店
に

連
絡
し
て
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

水
が
止
ま
ら
な
い
と
き
は
上
下
水

道
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
℡
82
‐
３
１
１
４
）
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募
　
集

草刈り機を使用した草刈り・枝きり・蛍光灯電球の交換・網戸、外の窓洗い・網戸、
障子の張り替え・家具の配置換え・台所、換気扇掃除・トイレ・浴室掃除・カビ取り・

簡単な補修仕事・パソコンの設定・文章の打ち込み等、すべて一時間 1,500 円でご利
用いただけます。[ 新温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの燃料代　1km × 15 円や、
材料費等は別途金額となります。（軽トラック使用料、草刈り機レンタル料　1 日 3,000 円）] 
　事前予約をお願い致します。まずはお電話下さい。（お見積もり無料）
　お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　担当　熊本、池上
　　　　　　　　　　　　　Tel 　82-2896　　担当者直通電話　080-1908-5829　

　お任せ下さい。安心、安全のサポート！！

買い物、病院等への外出の付き添い・墓掃除・草抜き・

【広告】

▪
上
位
入
賞
者
に
は
夢
千
代
館
な
ら
で

は
の
景
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ

　

湯
村
温
泉
博
覧
館　

夢
千
代
館

　

℡
99
‐
２
３
０
０

１
・
17
ひ
ょ
う
ご
メ
モ
リ
ア
ル

　
ウ
ォ
ー
ク
２０１３
　
参
加
者
募
集

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
18
周
年
を
迎
え

る
１
月
17
日
（
木
）
に
、
風
化
し
が
ち

な
防
災
意
識
を
新
た
に
す
る
と
と
も

に
、
震
災
の
経
験
と
教
訓
を
発
信
し
、

１
・
17
を
忘
れ
ず
に
語
り
継
ぐ
目
的
で
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
行
事
を
行
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　

ひ
ょ
う
ご
安
全
の
日
推
進

県
民
会
議
事
務
局

　
（
県
復
興
支
援
課
内
）

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
９
９
８
４

夢
千
代
館
年
賀
は
が
き

イ
ラ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

年
賀
は
が
き
イ
ラ
ス
ト
作
品
を
募
集

し
ま
す
。
手
書
き
で
あ
れ
ば
、
干
支
、

文
字
、水
墨
画
な
ど
何
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

▼
募
集
期
間　

12
月
15
日
（
土
）
～

　

平
成
25
年
１
月
４
日
（
金
）

▼
応
募
方
法　

年
賀
は
が
き
か
官
製

は
が
き
に
イ
ラ
ス
ト
を
か
い
て
、
郵

送
か
直
接
持
参
。（
持
参
の
場
合
は
、

ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
の
画
用
紙
で
も
可
）

▼
そ
の
他

▪
出
品
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▪
作
品
は
、
館
内
に
展
示
し
ま
す
。

▪
応
募
者
全
員
に
『
無
料
入
館
招
待
ハ

ガ
キ
』
を
郵
送
し
ま
す
。

　

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定

▼
参
加
料　

３
０
０
０
円

▼
応
募
期
限

　

平
成
25
年
１
月
11
日
（
金
）

▼
応
募
方
法　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

職
業
・
曲
名
・
部
門
・
歌
手
名
・
連

絡
先
・
電
話
番
号
を
記
入
し
た
用
紙

に
参
加
料
、
返
信
用
は
が
き
を
添
え

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
主
催　

　

夢
ホ
ー
ル
ス
テ
ー
ジ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ

▼
問
合
せ　

同
ク
ラ
ブ

  （
温
泉
公
民
館
内
）
℡
92
‐
１
８
７
０

夢
ホ
ー
ル
利
用
支
援
事
業
　

「
歌
声
広
場
」出
場
者
募
集

　

演
歌
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
な
ど
懐
か
し
い

曲
か
ら
今
流
行
し
て
い
る
曲
ま
で
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
と
き　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～

❖
予
選　

平
成
25
年
２
月
24
日
（
日
）

❖
決
勝　

平
成
25
年
３
月
３
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
参
加
資
格　

高
校
生
以
上

▼
募
集
人
員　

約
80
名
（
組
）

町
新
春
書
き
初
め
展
　
　

　
　
　
　
出
展
作
品
募
集

▼
と
き　

平
成
25
年
１
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　

～
30
日
（
水
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
募
集
要
項

▪
作
品
の
大
き
さ
、
内
容
は
自
由

▪
出
展
数
は
、
１
人
１
点

▪
作
品
は
、
軸
装
、
額
装
、
仮
巻
等

　
（
仮
巻
の
必
要
な
場
合
は
、
公
民
館

で
貸
出
し
可
）

▼
応
募
期
限　

１
月
16
日
（
水
）

▼
問
合
せ　

浜
坂
公
民
館

　

℡
82
‐
４
３
３
９

◆とき　平成25年２月３日（日）
◆ところ　県立但馬技術大学校
◆内容　甲種・乙種全類・丙種
◆願書配布場所　美方広域消防本部
◆受付期間　12月20日（木）まで
◆受験申請　願書を㈶消防試験研究セン

ター兵庫支部に送付（インターネットで
受験申請する方は、消防試験研究セン
ターのホームページを確認ください。）

◆問合せ　美方広域消防本部
　予防課　危険物係　℡92-0119

平成 24 年度第３回危険物取扱者試験
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編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6792　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

2673-1 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp
　（

企
画

課
）　

　
　

tel（
0796）82-3111（

代
）   　

fax（
0796）82-3054　

　
 （携

帯
電

話
版

）　
http://w

w
w

.tow
n.shinonsen.hyogo.jp/ｍ

 　
※

機
種

に
よ

り
一

部
ご

覧
に

な
れ

な
い

ペ
ー

ジ
が

あ
り

ま
す

。
 広

報
し

ん
お

ん
せ

ん
は

、
町

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。

電
子

メ
ー

ル
     info@

tow
n.shinonsen.lg.jp

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

●まちのうごき●
　12月1日現在

（　）内は前月比

人　口 16,328 人 （－ 30）

　男 7,759 人 （－ 17）

　女 8,569 人 （－ 13）

世帯数 5,859 世帯 （－   5）

うぶごえ

ご結婚おめでとう

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

10 月 16 日～ 11 月 15 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

住　所 夫婦の氏名 届出日

住　所 氏　　名 保護者 出生日

固定資産税第３期  納期限 12 月 25 日（火）
最寄りの金融機関で納めましょう。

口座振替をご利用の方は、残額の確認をお願いします。
税務課　℡ 82-3113


